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	製品名: ATP5L2ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab07339
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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：ミトコンドリア膜ATP合成酵素（F(1)F(0)ATP合成酵素または複合体V）は、呼吸鎖の電子伝達複合体によって生成される膜を横切るプロトン勾配の存在下で、ADPからATPを生成します。F型ATPaseは、膜外触媒コアを含むF(1)と、膜プロトンチャネルを含むF(0)の2つの構造ドメインで構成され、これらは中央茎と周辺茎によって連結されています。触媒反応中、F(1)の触媒ドメインにおけるATP合成は、中央茎サブユニットの回転機構を介してプロトン輸送と結合します。複合体F(0)ドメインの一部です。膜内でサブユニット a と共に位置するマイナーサブユニット。,類似性:ATPase g サブユニットファミリーに属します。,サブユニット:F 型 ATPase には、CF(1) (触媒コア) と CF(0) (膜プロトンチャネル) の 2 つのコンポーネントがあります。CF(0) には、9 つ​​のサブユニット (a、b、c、d、e、f、g、F6、8 (または A6L)) があるようです。,機能:ミトコンドリア膜 ATP 合成酵素 (F(1)F(0) ATP 合成酵素または複合体 V) は、呼吸鎖の電子伝達複合体によって生成される膜を横切るプロトン勾配の存在下で、ADP から ATP を生成します。F 型 ATPase は、膜外触媒コアを含む F(1) と、膜プロトンチャネルを含む F(0) の 2 つの構造ドメインで構成され、中心茎と周辺茎で連結されています。触媒反応中、F(1)の触媒ドメインにおけるATP合成は、中央の茎状サブユニットの回転機構を介してプロトン輸送と結合する。複合F(0)ドメインの一部。膜内でサブユニットaと共に位置するマイナーサブユニット。,類似性：ATPase gサブユニットファミリーに属する。,サブユニット：F型ATPaseは、触媒コアであるCF(1)と膜プロトンチャネルであるCF(0)の2つの構成要素から構成される。CF(0)は、a、b、c、d、e、f、g、F6、8（またはA6L）の9つのサブユニットから構成されると考えられる。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ATP5L2抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	A549細胞ライセートのATP5L2抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ATP5L2 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

